
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【侵入盗被害認知状況】 

   県内の刑法犯認知件数は、本年５月末現在、前年同期と比

べて大きく減少する一方、侵入盗の認知件数は増加していま

す。           (※本年の数値については暫定値） 

【犯人の侵入箇所】 

  侵入箇所を調べると、住宅では窓が狙われ易く、住宅以外

では出入口が狙われる傾向にあります。 

【被害防止対策】 

 〇 日常の心がけ 

  ・ 必ず鍵をかける 

    被害の35.9％が、無施錠状態で被害に遭っています。 

    短時間の外出であっても、全ての戸窓を必ず施錠して下さい。 

  ・ 合鍵を敷地内に置かない 

    建築現場に設置した鍵ボックスを破壊され、中にあった合鍵によ

り侵入されたケースもあります。 

    合鍵は、敷地内に置かないよう、お願いします。 

 〇 窓対策 

  ・ 防犯フィルムを貼り、補助錠を設置する 

    ガラス破り対策として、防犯フィルムを窓全面に貼りましょう。 

    補助錠は、高い位置に設置することで、犯人が「周囲から見られ

るリスクを高める」ことを恐れるため、より効果的です。 

  ・ 窓が開けられたり、振動を感知する警報器を設置する 

    大きな音は、犯人にとって「衆目を集めるリスクを高める」た

め、効果的です。   

 〇 ドア対策 

  ・ 補助錠を取り付ける 

    鍵が複数あると侵入に時間がかかるため、犯人が嫌います。 

  ・ ガードプレートを取り付ける 

    バール等によるこじ開けを防ぐため、ガードプレートを取り付け

ましょう。 

  ・ ドアのガラス部分に、防犯フィルムを貼る 

    窓同様、ドアのガラス部分についても、ガラス破り対策をお願い

します。 

 〇 防犯性能が高い建物部品（ＣＰ部品）を使用する 

   警察庁、国土交通省、経済産業省及び建物部品関連の民間団体によ

り設置された「防犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合

同会議」の試験により、一定の防犯性能が認められた建物部品には、

それを証明する「ＣＰマーク」が付されています。 

   防犯対策を選ぶ際の目安にして下さい。 
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侵入箇所 住宅 住宅以外

窓 73.2% 28.4%

表出入口 17.3% 47.4%

その他出入口 5.2% 14.0%

その他 4.3% 10.2%

 

 

種別 令和２年５月末 前年同期比

全刑法犯 18,698 -3,650
侵入盗 1,815 +230

地域安全ニュース第８号 

令和２年７月６日発行 

埼玉県警察本部生活安全総務課 
埼玉県県民生活部防犯･交通安全課 

侵入盗被害多発 


